
― 1 ―

　

私
の
俳
歴
「
都
区
協
愛
」

副
幹
事
長　

小
髙　

沙
羅　

　

私
が
俳
句
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
を
思
い

出
す
と
ま
だ
小
学
生
に
な
る
前
の
こ
と
。
祖
父
の
句

碑
の
除
幕
式
が
あ
り
そ
の
幕
を
私
に
引
く
よ
う
に

言
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
最
初
は
い
や
だ
と
断
わ
り
そ
れ

な
ら
隣
の
た
か
ち
ゃ
ん
に
頼
む
か
ら
と
一
悶
着
の
末
、

結
局
私
が
そ
の
役
を
果
た
し
た
と
、
後
に
祖
父
に
聞

か
さ
れ
た
。
生
家
の
前
に
あ
る
そ
の
句
碑
を
眺
め
な

が
ら
大
人
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
年
月
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
子

育
て
も
終
わ
っ
た
あ
る
日
何
か
を
始
め
た
い
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
板
橋
区
の
広
報
の
俳
句
募
集
の
記
事

が
目
に
止
ま
り
鷗
座
に
入
会
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
何
と
二
十
九
年
私
は
俳
句
の
虜
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
五
七
五
が
楽
し
い
こ
と
は
勿
論
、
俳

句
の
仲
間
の
何
と
温
か
い
こ
と
か
。
一
言
で
い
え
ば
、

い
い
人
ば
か
り
で
あ
る
。
他
の
習
い
事
に
も
い
く
つ

か
手
を
出
し
た
が
、い
ず
れ
も
長
続
き
は
し
な
か
っ
た
。

殊
に
こ
の
都
区
協
に
は
そ
の
思
い
が
深
く
私
は
こ
れ

を「
都
区
協
愛
」と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
二
十
九
年
の
間
、

二
〇
〇
七
年
頃
か
ら
の
四
、五
年
兜
太
伊
東
俳
句
大
学

塾
で
も
学
ば
せ
て
頂
い
た
。

　

金
子
兜
太
先
生
が
文
化
功
労
者
と
な
ら
れ
、
そ
の

祝
賀
会
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
、
す
っ
か
り
兜
太

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
。
句
会
で
は
兜
太
先
生
の
お
話

を
ひ
と
言
も
聞
き
逃
す
ま
い
と
い
う
熱
気
ム
ン
ム
ン
の

空
気
を
今
も
忘
れ
な
い
。そ
の
後
、高
崎
の
カ
ル
チ
ャ
ー

に
も
参
加
し
、
そ
の
時
の
兜
太
先
生
の
選
評
の
一
例
は
、

　

父
連
れ
て
石
垣
島
の
箱
眼
鏡	

沙
羅

「
こ
れ
は
素
朴
だ
が
、
い
い
句
だ
」

　

百
歳
ま
で
の
節
目
と
い
え
ば
蓬
餅　

沙
羅

「
こ
れ
で
は
百
歳
の
日
野
原
先
生
に
失
礼
だ
。
百
歳

が
目
標
と
い
っ
て
は
だ
め
だ
。
百
歳
は
ひ
と
つ
の
節

目
蓬
餅
と
す
れ
ば
い
い
」
と
添
削
。

　

二
〇
一
七
年
十
一
月
二
十
三
日
帝
国
ホ
テ
ル
で
の

現
代
俳
句
協
会
七
十
周
年
式
典
で
お
目
に
か
か
っ
た

の
が
最
後
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
別
れ
は
あ
ま
り

に
も
突
然
三
ヶ
月
後
の
昨
年
二
月
二
十
日
だ
っ
た
。

　

悲
し
み
の
中
私
た
ち
の
結
社
で
は
す
ぐ
に
一
泊
二

日
の
秩
父
の
兜
太
句
碑
巡
り
を
実
行
し
た
。
そ
の
句

碑
の
一
部
は
、

　

夏
の
山
国
母
い
て
我
を
与
太
と
い
う　

兜
太

　

裏
口
に
線
路
が
見
え
る
蚕
飼
か
な　

兜
太

　

よ
く
眠
る
夢
の
枯
野
が
青
む
ま
で　

兜
太

　

曼
珠
沙
華
ど
れ
も
腹
出
し
秩
父
の
子　

兜
太

　

お
お
か
み
に
螢
が
一
つ
付
い
て
い
た　

兜
太

な
ど
で
あ
る
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
椋
神
社
に
あ
る
「
お
お

か
み
」
の
句
碑
だ
。
兜
太
が
出
征
時
に
武
運
長
久
を

祈
願
し
た
村
社
で
重
さ
は
二
ト
ン
以
上
あ
り
秩
父
の

紫
雲
石
で
町
内
最
大
と
い
わ
れ
て
い
る
。
お
お
か
み

と
螢
の
対
比
が
何
と
も
面
白
い
。
昨
年
の
夏
、

　

こ
の
暑
さ
兜
太
の
暑
さ
塩
舐
め
る　

沙
羅

　

こ
の
句
に
松
田
ひ
ろ
む
先
生
よ
り
「
彼
女
は
暑
く

て
も
寒
く
て
も
兜
太
な
の
だ
」
と
の
評
。
こ
れ
か
ら

も
ま
だ
ま
だ
続
け
た
い
俳
句
で
あ
る
。

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会
会
報
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雨
続
き
の
中
、
心
配
す
る
こ
と
も
な
く
晴
天
に
恵

ま
れ
、
六
十
八
名
の
参
加
。
来
賓
と
し
て
、
柏
田
浪

雅
現
代
俳
句
協
会
幹
事
長
、
吉
村
春
風
子
東
京
多
摩

地
区
現
代
俳
句
協
会
会
長
、
川
村
智
香
子
神
奈
川
県

現
代
俳
句
協
会
副
会
長
、
渡
辺
澄
千
葉
県
現
代
俳
句

協
会
副
会
長
の
臨
席
を
賜
っ
た
。
定
刻
に
や
や
遅
れ

小
髙
沙
羅
副
幹
事
長
の
司
会
に
よ
り
開
始
。
ま
ず
山

本
敏
倖
幹
事
長
よ
り
力
強
い
開
会
宣
言
。
続
い
て
松

澤
雅
世
会
長
か
ら
の
挨
拶
。
総
会
へ
の
出
席
の
御
礼
、

来
賓
の
方
々
へ
の
御
礼
を
述
べ
ら
れ
、
現
在
の
都
区

の
お
か
れ
て
い
る
状
況
並
び
に
現
代
俳
句
協
会
の
厳

し
い
現
況
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
来
賓
の
方
か
ら
挨
拶
。
渡
辺
澄
副
会
長
の

都
区
協
総
会
へ
の
出
席
が
叶
っ
た
こ
と
の
う
れ
し
さ

が
印
象
的
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
全
体
的
に
は
協
会

の
き
び
し
い
現
状
の
報
告
が
目
立
つ
も
の
だ
っ
た
。

　

続
い
て
司
会
者
の
一
任
で
議
長
に
石
口
榮
氏
、
副

議
長
に
石
井
誠
子
氏
が
選
出
さ
れ
い
よ
い
よ
議
事
へ
。

　

第
一
議
案　

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告

　

第
二
議
案　

平
成
三
十
年
度
収
支
報
告

　
　
　
　
　
　

会
計
監
査
報
告

　

第
三
議
案　

平
成
三
十
一
年
度
事
業
計
画
案

　

第
四
議
案　

平
成
三
十
一
年
度
収
支
予
算
案

　

第
一・
三
議
案
は
今
野
龍
二
総
務
部
長
、
第
二・
四

議
案
は
石
垣
久
良
会
計
部
長
、
会
計
監
査
は
醍
醐
鉄

哉
監
査
役
に
よ
り
報
告
が
な
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案

が
満
場
の
拍
手
に
よ
り
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
。
青

木
栄
子
副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
総
会
は
無
事
終
了
。

　

休
憩
を
経
て
、
一
句
持
ち
寄
り
句
会
へ
。
こ
こ
か

ら
の
司
会
は
今
野
龍
二
総
務
部
長
。
選
句
の
後
、
現

代
俳
句
協
会
会
長
で
「
陸
」
主
宰
の
中
村
和
弘
先
生

の
「
新
興
俳
句
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
話
。
昭
和

六
年
か
ら
同
十
五
年
ま
で
の
十
年
間
の
反
伝
統
・
反

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
を
旗
印
に
近
代
的
革
新
を
め
ざ
し

た
俳
句
運
動
を
三
期
に
分
け
て
の
お
話
。「
無
季
容

認
」「
超
季
」「
戦
火
想
望
俳
句
」
な
ど
の
言
葉
。
ま

た
西
脇
順
三
郎
や
『
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
』
の
エ
イ

ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
に
も
言
及
。

　

講
話
の
後
、
櫻
木
美
保
子
・
瀬
藤
芳
郎
の
両
氏
に

よ
る
披
講
、
そ
し
て
特
別
選
者
の
特
選
句
に
短
冊
授

与
、
特
に
来
賓
の
特
別
選
者
か
ら
は
丁
寧
な
選
評
を

い
た
だ
い
た
。
成
績
発
表
は
長
谷
川
は
る
か
事
業
部

長
よ
り
、
一
位
か
ら
三
十
位
ま
で
豪
華
賞
品
が
授
与

さ
れ
た
。

　

六
時
か
ら
は
栗
原
か
つ
代
企
画
部
長
の
音
頭
取
り

で
懇
親
会
。
松
田
抱
空
副
幹
事
長
か
ら
の
開
会
の
挨

拶
、
山
中
正
己
常
任
顧
問
の
乾
杯
の
発
声
。
し
ば
し

の
歓
談
。
対
馬
康
子
現
代
俳
句
協
会
副
会
長
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
、そ
し
て
余
興
と
し
て
火
星
一
座
（
高

橋
透
水
、
大
山
実
知
子
、
上
野
貴
子
、
中
内
火
星
）

に
よ
る
都
区
協
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
。
最
後
は
ス

マ
ー
ト
に
佐
怒
賀
正
美
副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
お
開

き
と
な
っ
た
。

松澤雅世会長

東
京
都
区
現
代
俳
句
協
会

平
成
三
十
一
年
度
定
時
総
会
　
一
句
持
寄
句
会
・
懇
親
会

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
九
日（
土
）　

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
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《
特
別
選
者
特
選
句
》

　
　

松
澤
　
雅
世
　
都
区
協
会
長
　
特
選

ほ
ろ
酔
う
て
尻
尾
が
出
そ
う
春
の
月�

石
井　

誠
子

　
　

中
村
　
和
弘
　
現
俳
協
会
長
　
特
選

も
の
の
芽
に
水
音
種
田
山
頭
火�

青
木　

栄
子

　
　

柏
田
　
浪
雅
　
現
俳
協
幹
事
長 

特
選

青
き
踏
む
若
き
兵
士
の
征
き
し
道�

渡
辺　
　

澄

　
　

吉
村
春
風
子
　
東
京
多
摩
現
俳
協
会
長
　
特
選

茎
立
や
本
気
で
歩
い
て
骨
貯
金�
白
石
み
ず
き

　
　

川
村
智
香
子
　
神
奈
川
現
俳
協
副
会
長
　
特
選

亀
鳴
く
や
リ
ュウ
グ
ウ
星
の
土
け
む
り�

櫻
木
美
保
子

　
　

渡
辺
　
　
澄
　
千
葉
現
俳
協
副
会
長
　
特
選

雛
段
の
う
し
ろ
は
絶
壁
風
の
音�

川
村
智
香
子

　
　

青
木
　
栄
子
　
副
会
長
　
特
選

蛇
穴
を
出
て
ゆ
き
敗
者
復
活
戦�

赤
澤　

敬
子

　
　

山
本
　
敏
倖
　
幹
事
長
　
特
選

機
関
車
に
太
古
の
ご
と
き
氷
柱
か
な�

中
村　

和
弘

　
　

山
中
　
正
己
　
常
任
顧
問
　
特
選

菜
の
花
や
北
方
領
土
岬
の
灯�

塩
田
千
代
子

　
　

松
田
ひ
ろ
む
　
顧
問
　
特
選

う
か
つ
に
も
上
座
に
座
る
雛
の
宴�

山
戸　

則
江

　
　

佐
々
木
い
つ
き
　
顧
問
　
特
選

機
関
車
に
太
古
の
ご
と
き
氷
柱
か
な�

中
村　

和
弘

　
　

ダ
イ
ゴ
鉄
哉
　
監
査
役
　
特
選

原
発
な
き
未
来
図
ひ
と
つ
風
の
蝶�

鈴
木　

光
子

　
　

石
口
　
　
榮
　
議
長
　
特
選

不
揃
い
の
笑
顔
を
な
ら
べ
卒
業
す�

瀬
藤　

芳
郎

　
　

石
井
　
誠
子
　
副
議
長
　
特
選

忌
日
と
は
心
を
寄
せ
て
寝
る
お
ぼ
ろ�

桑
田　

真
琴

《
参
加
作
品
》（
互
選
高
点
三
十
句
・
以
下
順
不
同
）

１
蛇
穴
を
出
て
元
号
派
西
暦
派�

石
口　
　

榮

２
不
揃
い
の
笑
顔
を
な
ら
べ
卒
業
す�

瀬
藤　

芳
郎

３
春
光
を
帰
れ
ば
誰
も
い
な
い
家�

今
野　

龍
二

４
雛
段
の
う
し
ろ
は
絶
壁
風
の
音�
川
村
智
香
子

５
ゆ
つ
く
り
と
踏
め
ば
応
へる
春
の
土�
山
中　

正
己

６
原
発
な
き
未
来
図
ひ
と
つ
風
の
蝶�

鈴
木　

光
子

７
平
成
の
新
聞
括
る
春
休
み�

長
峰　

竹
芳

８
水
平
線
を
吸
い
上
げ
て
い
る
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��

飛
永
百
合
子

９
ほ
ろ
酔
う
て
尻
尾
が
出
そ
う
春
の
月�

石
井　

誠
子

10
陽
炎
の
中
心
さ
が
し
老
い
に
け
り�

山
本　

敏
倖

11
亀
鳴
く
や
リ
ュ
ウ
グ
ウ
星
の
土
け
む
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��

櫻
木
美
保
子

12
茎
立
や
本
気
で
歩
い
て
骨
貯
金�

白
石
み
ず
き

13
も
の
の
芽
に
水
音
種
田
山
頭
火�

青
木　

栄
子

中村和弘会長の講話の様子

3・11の被災者に黙祷がおこなわれた
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14
あ
の
人
も
こ
の
人
も
去
り
桜
咲
く�

宮　
　

沢
子

15
平
成
の
端
で
ふ
ら
こ
こ
微
晩
年�

古
川　

塔
子

16
青
き
踏
む
若
き
兵
士
の
征
き
し
道�

渡
辺　
　

澄

17
忌
日
と
は
心
を
寄
せ
て
寝
る
お
ぼ
ろ�

桑
田　

真
琴

18
老
梅
や
支
え
を
借
り
て
龍
と
な
す�

讃
岐　

幸
江

19
東
京
の
遊
び
に
飽
き
ず
青
き
踏
む�

小
髙　

沙
羅

20
春
光
を
縦
糸
に
し
て
編
む
年
号�

鍬
守　

裕
子

21
白
鳥
の
飛
沫
と
な
り
て
帰
る
か
な�

松
澤　

雅
世

22
日
の
恵
み
風
の
励
ま
し
青
き
踏
む�

吉
村
春
風
子

23
鍵
穴
の
向
こ
う
の
世
界
日
脚
伸
ぶ�

北
村
眞
貴
子

24
菜
の
花
に
気
づ
け
ば
空
が
笑
っ
て
る�

上
野　

貴
子

25
災
害
の
荒
地
次
々
地
虫
出
ず�

宮
川　
　

夏

26
菜
の
花
や
北
方
領
土
岬
の
灯�

塩
田
千
代
子

27
一
つ
ず
つ
抱
く
青
空
し
ゃ
ぼ
ん
玉�

広
田　

輝
子

28
三
月
や
波
ま
た
波
の
果
て
に
家�

栗
原
か
つ
代

29
蛇
穴
を
出
て
ゆ
き
敗
者
復
活
戦�

赤
澤　

敬
子

30
母
い
れ
ば
こ
そ
の
ふ
る
さ
と
田
螺
和�

石
口
り
ん
ご

　
に
ぎ
り
飯
春
の
せ
せ
ら
ぎ
聞
き
な
が
ら�

ダ
イ
ゴ
鉄
哉

　
ご
破
算
で
生
か
さ
れ
さ
く
ら
好
み
な
る�

松
田　

抱
空

　

梅
日
和
少
女
押
し
く
る
車
椅
子�

森
田　

幸
子

　

張
り
替
へ
し
三
味
に
津
軽
の
春
弾
け�

山
口　

昭
義

　

地
虫
出
づ
右
も
左
も
玻
璃
の
ビ
ル�

林　
　

暁
兵

　

望
郷
の
汽
笛
た
だ
よ
う
海
朧�

江
原　

玲
子

　

啓
蟄
へ
半
歩
踏
み
出
す
誕
生
日�

石
井　

長
子

　
こ
ん
ぼ
こ
の
か
ん
ば
せ
ほ
く
り
梅
は
紅�

五
十
嵐
秀
山

　

花
を
待
つ
九
日
あ
し
た
ア
サ
ッ
テ
は�

松
田
ひ
ろ
む

　

電
話
ひ
と
つ
鳴
ら
ぬ
留
守
番
初
音
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
は
る
か

　

鬼
や
ら
ふ
豆
の
行
方
や
風
の
街�

小
林
貴
美
子

　

春
シ
ョ
ー
ル
な
で
肩
の
上
へ
鎧
め
く�

千
明　

素
子

　

う
か
つ
に
も
上
座
に
座
る
雛
の
宴�
山
戸　

則
江

　
「
み
づ
を
く
だ
さ
い
」凍
星
へ
指
で
書
く�
柏
田　

浪
雅

　

海
を
向
く
震
災
遺
構
な
ご
り
ゆ
き�

小
林　

和
子

　

江
の
電
や
昭
和
の
音
と
春
の
海�

石
綿　

久
子

鼻
先
の
男
の
ピ
ア
ス
万
愚
節�

近
田　

吉
幸

体
内
の
朧
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
じ
わ
じ
わ�

西
本　

明
未

い
つ
ま
で
も
笑
い
止
ま
ら
ぬ
花
の
昼�

松
本
ま
り
子

一
人
静
群
れ
咲
き
か
す
か
な
る
孤
独�

山
﨑　

百
花

機
関
車
に
太
古
の
ご
と
き
氷
柱
か
な�

中
村　

和
弘

訪
ぬ
れ
ば
桜
の
微
熱
ふ
つ
ふ
つ
と�

中
内　

火
星

春
陰
に
向
か
う
翼
の
迷
い
な
く�

磯
部　

薫
子

茶
番
な
る
ゴ
ー
ン
の
保
釈
春
愁
ひ�

高
橋　

透
水

兜
太
立
つ
平
和
を
想
ふ
柳
の
芽�

若
林
ふ
さ
子

花
桐
の
本
郷
裏
町
た
も
と
ほ
る�

大
山
実
知
子

癌
告
知
さ
れ
白
梅
の
白
を
知
る�

東
金　

夢
明

平
成
の
夢
を
と
じ
込
め
卒
業
歌�

岡
崎　

久
子

地
虫
穴
出
て
鉄
棒
に
十
指
吊
る�

佐
々
木
い
つ
き

寒
ぼ
た
ん
も
う
こ
れ
ま
で
か
い
や
違
う�

栗
原　

節
子

三・一
五
恨
み
の
日
と
や
卒
寿
迎
ふ�

二
村　

博
三

秩
父
音
頭
一
句
一
句
や
兜
太
の
忌�

今
田　
　

克

も
ろ
も
ろ
の
哀
し
み
が
降
る
三
月
は�

水
落　

蘭
女

前
向
い
て
八
年
の
日
々
三
月
来�

長
尾　

幸
子

ひ
と
駅
を
歩
い
て
し
ま
ふ
木
の
芽
晴�

石
垣　

久
良

岡
惚
れ
の
鶯
餅
や
山
脈
と�

斎
藤　
　

藍

沈
丁
の
香
を
乱
し
ゆ
く
令
夫
人�

今
村
た
か
し

追
ひ
か
け
る
そ
こ
は
地
の
果
て
花
の
雲�

塚
越　

美
子

（
長
谷
川
は
る
か
記
）

懇親会での様子
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吟
行
地
と
句
会
場
と
の
距
離
を
考
え
て
い
た
時

に
、
ち
ょ
う
ど
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
の
吟
行
会
で
句
会
場
へ

歩
い
て
い
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
泉
岳
寺
と
地

下
鉄
で
結
べ
ば
と
考
え
、
会
場
が
西
馬
込
駅
近
く
に

取
れ
れ
ば
（
義
士
会
）
と
、
ま
ず
会
場
の
確
保
が
先

決
で
十
二
月
十
四
日
を
駄
目
元
で
申
し
込
み
を
し
た

ら
取
れ
て
し
ま
い
、
一
年
に
二
回
の
吟
行
会
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
年
の
暮
の
忙
し
い
時
期
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
39
名
の
参
加
者
を
得
た
。
ま
た
「
鷗
座
」

主
宰
松
田
ひ
ろ
む
先
生
に
講
話
を
お
願
い
し
、
当
日

「
其
角
と
芭
蕉　

忠
臣
蔵
と
史
実
」
と
い
う
題
で
講

演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
選
句
披
講
（
広
田
輝
子
・

ダ
イ
ゴ
鉄
哉
）、
特
別
選
者
の
講
評
を
い
た
だ
き
成

績
上
位
者
に
賞
品
が
授
与
さ
れ
、
松
田
抱
空
氏
の
閉

会
の
挨
拶
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
か
え
懇
親
会
に
移
り
盛
大
の

内
に
師
走
の
吟
行
会
も
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
参
加
者
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。�

（
ダ
イ
ゴ
鉄
哉
記
）

《
特
別
選
者
特
選
》

松
田
ひ
ろ
む
　
顧
問
　
特
選

義
士
会
や
切
腹
最
中
て
ふ
味
は�

長
谷
川
は
る
か

　

青
木
　
栄
子
　
副
会
長
　
特
選

義
士
の
日
や
朝
の
習
い
の
水
一
杯�

白
石
み
ず
き

　

ダ
イ
ゴ
鉄
哉
　
監
査
　
特
選

死
し
て
な
お
序
列
十
二
月
十
四
日�

青
木　

栄
子

　

栗
原
　
節
子
　
副
幹
事
長
　
特
選

冬
空
へ
四
十
七
色
の
香
煙�

小
髙　

沙
羅

　

松
田
　
抱
空
　
副
幹
事
長
　
特
選

義
士
の
日
や
い
の
ち
の
重
さ
お
も
い
お
り�
�

栗
原　

節
子

　

小
髙
　
沙
羅
　
副
幹
事
長
　
特
選

白
山
茶
花
十
四
十
五
を
義
士
と
呼
び�

栗
原
か
つ
代

　

長
谷
川
は
る
か
　
事
業
部
長
　
特
選

仮
名
ま
じ
る
駅
の
槌
お
と
討
入
り
日�

杉
山　

邦
夫

　

中
内
　
火
星
　
広
報
部
長
　
特
選

十
二
月
十
四
日
吟
行
会
は
出
来
心�

ダ
イ
ゴ
鉄
哉

　

栗
原
か
つ
代
　
企
画
部
長
　
特
選

討
入
に
遅
れ
て
来
た
が
藥
喰�
松
田
ひ
ろ
む

　

今
村
た
か
し
　
研
修
部
長
　
特
選

襟
元
の
毛
皮
く
す
ぐ
る
討
入
り
日�

讃
岐　

幸
江

春
の
吟
行
＆
通
信
句
会
の
ご
案
内

実
施
日　

令
和
元
年
六
月
三
日
（
月
）

吟
行
場
所　

白
山
神
社
（
受
付
後
、
自
由
吟
行
）�

　
《
見
ど
こ
ろ
》「
文
京
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」
が
６

月
中
旬
に
開
催
さ
れ
、
境
内
や
隣
接
す
る
白
山
公

園
で
は
約
三
千
株
の
多
様
な
あ
じ
さ
い
を
堪
能
で

き
る
。
会
期
中
は
富
士
山
を
模
し
た
富
士
塚
が
公

開
さ
れ
、
歯
痛
止
め
信
仰
で
知
ら
れ
る
白
山
神
社

な
ら
で
は
の
「
歯
ブ
ラ
シ
供
養
」
や
縁
日
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
実
施
さ
れ
る
。

集　
　

合　

午
前
十
時
・
白
山
神
社
正
門
鳥
居
前

　
　
　
（
東
京
都
文
京
区
白
山
五-

三
一-

二
六
）

・
地
下
鉄
都
営
三
田
線
・
白
山�

徒
歩
３
分

・
地
下
鉄
南
北
線��

・
本
駒
込�

徒
歩
５
分�

参
加
申
込　

事
務
局
宛�

葉
書
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
。

�

参
加
者
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
明
記

会　
　

費　

千
円
（
通
信
費
・
賞
品
代
）

申
込
締
切　

六
月
二
日
（
日
）

投　
　

句　

嘱
目
２
句

出
句
締
切　

六
月
十
日
（
月
）
必
着

　
　
　
　
　

事
務
局
宛�

葉
書
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
。

選　
　

句　

�

後
日
参
加
者
に
作
品
集
を
送
付
し
、選

句
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。互
選
、特
別
選

者
選
に
よ
り
、入
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

顕　
　

彰　

�

都
区
協
会
報
に
結
果
を
発
表
し
、
入

賞
者
に
賞
品
を
送
付
し
ま
す
。

事
務
局　

企
画
部��

栗
原
か
つ
代

〒
167-

0052�

杉
並
区
南
荻
窪
一-

二
九-

二
二

�

℡
・
Fax
０
３-

３
３
３
３-

２
３
０
６

　

Ｅ
メ
ー
ル�hirunezam

e@
gm
ail.com

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
吟
行
会

　

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日

　

於　

ラ
イ
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
西
馬
込

　
　

吟
行
地　

品
川
区
高
輪
・
泉
岳
寺

　
　
（
赤
穂
浪
士
討
ち
入
り
）
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宮
川
　
　
夏
　
組
織
部
長
　
特
選

首
洗
い
井
戸
か
ら
寒
気
ひ
と
に
蹤
く�

栗
原　

節
子

《
参
加
作
品
》
高
点
順

１
冬
の
日
の
等
し
く
そ
そ
ぐ
義
士
の
墓�

広
田　

輝
子

２
死
し
て
な
お
序
列
十
二
月
十
四
日�

青
木　

栄
子

３
白
山
茶
花
十
四
十
五
を
義
士
と
呼
び�

栗
原
か
つ
代

４
戒
名
に
刃
の
一
字
や
冬
晴
れ
て�

赤
澤　

敬
子

５
義
士
ま
つ
り
ち
ょ
っ
と
手
ぶ
ら
で
来
て
み
た
が

�
小
髙　

沙
羅

６
義
士
会
の
こ
こ
ろ
ね
知
る
や
異
邦
人�

湯
澤
喜
久
保

７
義
士
の
日
や
新
駅
造
る
重
機
音�

杉
山　

邦
夫

８
平
成
の
文
字
確
と
あ
り
義
士
幟�

江
原　

玲
子

９
義
士
の
日
や
朝
の
習
い
の
水
一
杯�

白
石
み
ず
き

10
泉
岳
寺
吉
良
の
首
の
井
散
る
木
の
葉�

長
尾　

幸
子

11
少
年
の
思
い
真
っ
直
ぐ
主
税
梅�

北
迫　

正
男

12
も
の
の
ふ
の
忠
義
遥
か
に
冬
ざ
る
る�

宮
川　
　

夏

13
平
成
の
寒
風
す
さ
ぶ
泉
岳
寺�

大
塚　

真
紀

14
討
入
に
遅
れ
て
来
た
が
藥
喰�

松
田
ひ
ろ
む

15
首
洗
い
井
戸
か
ら
寒
気
ひ
と
に
蹤
く�

栗
原　

節
子

16
薄
枯
る
風
の
か
た
ち
を
失
は
ず�

永
井　

良
和

17
十
二
月
十
四
日
吟
行
会
は
出
来
心�

ダ
イ
ゴ
鉄
哉

18
冬
晴
れ
や
黄
泉
に
浪
士
の
荒
魂�

五
十
嵐
秀
山

19
義
士
の
日
や
切
腹
最
中
の
人
だ
か
り�

讃
岐　

幸
江

20
冬
晴
の
泉
岳
寺
に
ゐ
て
吉
良
び
い
き�

上
野　

英
一

《
参
加
作
品
》
順
不
同

義
士
の
日
の
レ
ク
イ
エ
ム
か
し
ら
呼
子
笛

�

三
上　
　

孝

山
眠
る
ま
で
は
赤
穂
の
風
か
し
ら�

松
田　

抱
空

ど
の
墓
も
み
な
宝
船
義
士
祭�

今
村
た
か
し

陣
太
鼓
揚
げ
土
産
屋
実
な
ん
て
ん�

小
林
チ
ヱ
女

眉
八
の
字
の
老
紳
士
い
て
討
入
日�

中
内　

火
星

小
春
に
抱
か
れ
水
琴
窟
の
う
た
た
ね�

小
湊
こ
ぎ
く

義
士
会
の
香
煙
自
由
な
前
頭
葉�

櫻
井　

了
子

義
士
の
墓
み
か
ん
二
つ
輝
き
て�

水
田
千
恵
子

冬
も
み
じ
空
の
隙
間
の
増
え
て
い
る�

櫻
木
美
保
子

門
前
に
切
腹
最
中
冬
紅
葉�

石
井　

誠
子

討
入
り
も
う
ま
し
切
腹
最
中
ナ
ウ�

山
中　

裕
子

義
士
の
日
や
外
国
の
声
様
々
に�

中
本　

勝
美

香
煙
が
手
足
を
つ
つ
む
小
春
の
日�

鍬
守　

裕
子

義
士
会
や
一
人
づ
つ
墓
あ
る
は
佳
し�

長
谷
川
は
る
か

義
士
祭
の
香
煙
む
か
う
潮
路
か
な�

石
田　

弥
生

義
士
祭
の
煙
の
な
か
の
ワ
ン
カ
ッ
プ�

高
橋　

透
水

武
士
の
墓
を
抱
き
て
冬
も
み
じ�

大
山
実
知
子

似
た
人
の
気
に
な
る
小
春
泉
岳
寺�
大
橋　

愛
子

討
入
り
の
思
い
は
は
る
か
枯
葉
舞
う�
細
谷　

和
夫

（
青
木
栄
子
記
）

　

左
記
の
要
領
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

記　
　

実
施
日　

令
和
元
年
五
月
十
四
日
（
火
）

吟
行
地　

	

西
新
井
大
師
（
境
内
の
牡
丹
・
芍
薬
、

お
大
師
様
な
ど
）

句
会
場　

	

西
新
井
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
ふ
ぉ
ー
ら
む	

３
Ｆ	

多
目
的
室
２

　
　
　
　

足
立
区
栗
原
１-

３-

１

受　

付　

十
二
時
よ
り

講　

師　

こ
し
の
ゆ
み
こ
先
生（
豆
の
木
代
表
）

出　

句　

属
目
二
句　

十
三
時
締
切

参
加
費　

千
円　

三
十
位
ま
で
賞
品
あ
り

懇
親
会　

十
七
時
よ
り
会
場
未
定
四
千
円

申　

込　

四
月
二
十
日
締
切

大
山
実
知
子
℡・Fax
０
３-

３
９
１
２-

９
３
８
８

　
　
　

 　

〒
114-

0002
北
区
王
子
１-

23-

１-

704

鍬
守  

裕
子
℡
０
３-

３
９
６
７-

７
９
７
５

　
　
　
　

Fax
０
５
０-

３
３
９
０-

７
５
４
０

　
　
　
　

 

〒
115-

0051
北
区
浮
間
４-

31-

７-

602

今
野 

龍
二
℡・Fax
０
３-

３
８
５
９-

９
３
０
４

　
　
　
　

〒
121-

0813
足
立
区
竹
の
塚
１-

28-

17

　

代
表
・大
山
実
知
子

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
吟
行
会
の
ご
案
内



― 7 ―

　

大
山
実
知
子
（
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
・
北
区
）

黄
梅
や
雨
の
二
駅
乗
り
す
ご
す

い
つ
よ
り
の
老
と
呼
ば
る
る
春
深
く

草
焼
の
匂
ひ
入
り
来
る
路
線
バ
ス

　

山
本
　
敏
倖
（
荒
川
区
）

雪
解
川
大
地
を
鳥
の
貌
に
す
る

魚
座
へ
と
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
梅
の
枝

空
間
は
梨
の
花
か
ら
水
に
な
る

　

今
野
　
龍
二
（
足
立
区
）

隠
岐
秋
の
ふ
た
り
の
水
脈
を
置
い
て
ゆ
く

今
朝
雨
の
隠
岐
は
島
後
の
蛇
の
衣

お
ぼ
ろ
よ
り
出
て
来
る
隠
岐
の
お
ぼ
ろ
か
な

　

長
谷
川
は
る
か
（
文
京
区
）

筍
を
掘
り
起
こ
し
て
は
寝
か
し
を
り

衆
目
に
疲
れ
切
つ
た
る
桜
か
な

地
下
鉄
の
春
光
ま
み
れ
な
る
四
ッ
谷

　

赤
澤
　
敬
子
（
文
京
区
）

薄
紅
梅
踊
り
場
の
あ
り
女
坂

盆
梅
や
だ
ん
だ
ん
無
色
の
夫
と
な
る

春
昼
の
麩
菓
子
は
黒
く
鬼
子
母
神

　

小
林
貴
美
子
（
文
京
区
）

鬼
や
ら
ふ
豆
の
行
方
や
風
の
街

那
須
春
暁
馬
に
三
つ
の
歩
き
方

母
偲
ぶ
卓
袱
料
理
と
海
鼠
の
酢

　

千
明
　
素
子
（
北
区
）

野
球
帽
湯
屋
前
に
ゐ
て
寒
明
く
る

の
ど
け
し
や
路
地
よ
り
出
づ
る
京
こ
と
ば

口
重
き
父
の
手
の
ひ
ら
桜
貝

　

鍬
守
　
裕
子
（
北
区
）

探
梅
や
繋
が
れ
た
手
が
熱
く
な
る

青
き
踏
む
号
を
あ
ら
た
に
す
る
地
平

反
骨
を
ぶ
ら
さ
げ
て
い
る
目
借
時

　

石
垣
　
久
良
（
荒
川
区
）

青
き
踏
む
ダ
ン
ス
の
り
ず
む
雲
に
乗
る

啓
蟄
や
釣
竿
出
し
て
手
入
す
る

春
の
雪
警
戒
心
を
呼
び
覚
ま
す

　

神
尾
　
久
雄
（
台
東
区
）

骨
二
本
病
み
て
労
わ
る
秋
扇

何
語
る
で
も
な
き
湯
屋
の
秋
灯
し

転
生
を
深
み
に
託
し
破
れ
蓮

　

栗
原
　
節
子
（
江
東
区
）

平
和
と
は
こ
ん
な
こ
と
か
も
雛
あ
ら
れ

き
さ
ら
ぎ
の
影
を
ゆ
ら
り
と
三
の
橋

三
月
の
淡
き
色
か
ら
消
し
て
ゆ
く

　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
は
足
立
区
、
荒
川
区
、
北
区
、
葛
飾
区
、
墨
田
区
、
台
東
区
、
文
京
区
、
江
戸
川
区
、
江
東
区
、

中
央
区
、
千
代
田
区
と
４
ブ
ロ
ッ
ク
中
で
は
最
多
の
11
区
か
ら
な
り
ま
す
。

　

お
江
戸
情
緒
の
色
濃
く
残
る
地
域
で
あ
り
、
飛
鳥
山
公
園
、
上
野
公
園
な
ど
古
く
か
ら
よ
く
知
ら
れ
た

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
他
、
東
渕
江
庭
園
（
足
立
区
）、
花
畑
記
念
庭
園
（
足
立
区
）、
江
戸
川
平
成
庭
園
（
江

戸
川
区
）
な
ど
小
さ
い
な
が
ら
本
格
的
な
日
本
庭
園
が
た
く
さ
ん
。

　

ま
た
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
墨
田
区
で
す
。
そ
し
て
来
年
の
五
輪
の
競
技
施
設
の
多
く
が
江
東
区
。

「
ブ
ロ
ッ
ク
自
慢
」
A
ブ
ロ
ッ
ク

諸
　
家

近
　
詠
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今
回
は
「
天
狼
星
」「
シ
リ
ウ
ス
」
で
、
か
な
り

難
し
い
兼
題
で
し
た
が
結
果
は
豈
図
ら
ん
や
力
作
が

揃
い
ま
し
た
。
一
字
詠
み
込
み
の
「
直
」
も
然
り
。

　

嬉
し
い
こ
と
に
初
参
加
の
方
も
毎
回
の
よ
う
に
お

ら
れ
、
三
十
名
の
参
加
が
あ
り
、
懇
親
会
も
十
七
名

参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
席
に
余
裕
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
参
加
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

《
高
得
点
句
》

１
寒
凪
を
割
っ
て
航
路
の
一
直
線�

佐
々
木
い
つ
き

２
シ
リ
ウ
ス
と
息
通
わ
せ
て
九
十
へ�

松
田
ひ
ろ
む

３
鯛
焼
の
半
分
づ
つ
の
仲
直
り�

白
石
み
ず
き

４
正
直
も
と
き
に
恐
ろ
し
初
鏡�

青
木　

栄
子

５
天
狼
星
地
に
は
兜
太
の
詩
魂
満
つ�

鈴
木　

光
子

６
ア
リ
バ
イ
は
夕
べ
天
狼
見
し
と
の
み�

上
野　

英
一

７
単
三
を
直
列
に
し
て
木
菟
鳴
け
り�

山
本　

敏
倖

《
参
加
作
品
》

主
婦
業
を
愚
直
に
生
き
て
初
山
河�

磯
部　

薫
子

直
言
は
憚
り
な
が
ら
老
い
の
春�

山
中　

正
己

山
河
い
ま
書
き
直
さ
れ
て
雪
積
る�

櫻
木
美
保
子

天
狼
や
地
球
は
す
で
に
負
の
遺
産�

高
橋　

透
水

シ
リ
ウ
ス
の
か
す
か
な
音
を
聞
き
も
ら
す

�

大
橋　

愛
子

シ
リ
ウ
ス
や
銀
河
鉄
道
停
車
駅�

荒
井　

良
明

天
狼
や
目
指
す
も
の
あ
る
子
を
送
る�

広
田　

輝
子

ま
っ
直
ぐ
に
目
線
の
届
く
初
芝
居�

小
髙　

沙
羅

シ
リ
ウ
ス
の
真
下
を
灯
す
獣
医
学
部�

赤
澤　

敬
子

シ
リ
ウ
ス
へ
八
光
年
の
ヒ
ー
ル
音�

松
澤　

雅
世

膝
固
く
し
て
天
狼
星
へ
離
陸
す
る�

栗
原
か
つ
代

直
会
は
す
で
に
ひ
び
割
れ
女
正
月�

今
野　

龍
二

元
朝
の
眞
直
に
く
る
車
椅
子�

棚
橋　

麗
未

天
狼
や
別
れ
の
言
葉
い
い
よ
ど
む�

江
原　

玲
子

地
も
人
も
均
せ
ば
素
直
大
枯
野�

西
本　

明
未

シ
リ
ウ
ス
や
天
に
も
格
差
あ
る
の
か
も�

瀬
藤　

芳
郎

青
く
白
く
片
恋
の
日
の
シ
リ
ウ
ス
よ�

北
村
眞
貴
子

天
狼
星
や
大
和
三
山
呼
応
す
る�

宮
川　
　

夏

黒
髪
の
豊
か
な
る
日
よ
シ
リ
ウ
ス
よ�

相
沢　

幹
代

結
界
門
天
頂
統
ぶ
る
天
狼
星�

近
田　

吉
幸

電
飾
に
白
旗
あ
げ
る
天
狼
星�

山
口　

紀
子

天
狼
や
北
方
四
島
二
島
と
な
る�
ダ
イ
ゴ
鉄
哉

こ
の
の
ち
の
日
は
天
狼
の
き
ら
め
き
に�
鍬
守　

裕
子

�

（
宮
川
夏
記
）

編
集
後
記

▼「
平
成
最
後
」が
続
い
た
。こ
の
会
報
も
平
成
最
後
の

号
で
あ
る
。そ
し
て
新
元
号
が
発
表
さ
れ
た
。次
号
は

令
和
最
初
の
号
と
な
る
。そ
ん
な
に
感
動
は
な
い
。

▼
石
口
榮
氏
の
俳
句「
蛇
穴
を
出
て
元
号
派
西
暦
派
」

こ
れ
を
機
に
西
暦
派
が
一
気
に
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

▼
と
ま
れ
、令
和
に
な
っ
て
も
、協
会
員
の
思
い
は
仲

間
が
増
え
元
気
で
い
た
い
も
の
だ
。�

（
中
内
火
星
記
）

広
報
部
・
編
集
室　

　

〒
150–

0013�

渋
谷
区
恵
比
寿

　
　

二
︱
三
三
︱
五
︱
二
〇
二　

中
内
火
星
方

tel&
fax�

〇
三
︱
三
四
四
〇
︱
四
四
七
九

Ｅ
メ
ー
ル　

ham
@
m
x3.ttcn.ne.jp

第
十
九
回　

高
田
馬
場
冬
期
句
会
報
告

　

平
成
三
十
一
年
一
月
八
日
（
火
）

　

兼
題「
天
狼
星
・
シ
リ
ウ
ス
」・
席
題「
直
」

日　

時　

�

令
和
元
年
七
月
二
日（
火
）

　
　
　
　
午
後
一
時
よ
り
四
時
半

会　

費　

千
円
（
懇
親
会
費
三
千
円
）

場　

所　

JR
高
田
馬
場
駅
前
Ｆ
Ｉ
ビ
ル
８
階

　
　
　

 （
一
階
が
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
の
ビ
ル
）

兼　

題　

「
祭
」
席
題
は
当
日
掲
示

句
会
内
容　

二
句
投
句
・
互
選
六
句

参
加
申
込　

宮
川�

夏
（
定
員
三
十
五
名
）

　
　
　
　

℡
０
８
０
-３
４
５
２
-２
５
７
７

　
　
　
　

Fax
０
３
-３
３
３
９
-９
８
４
１

高
田
馬
場
句
会
「
夏
」
の
御
案
内


